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１．はじめに 
 
１９９８年２月以降，岩手山では火山性地震活動が活発化し同年９月３日にはＭ６．１の地震が隣接地域に発

生するなど地下のマグマ活動の高まりが認められた．このため多数の臨時観測点を設置して火山活動の推移を追跡
してきた．一方，能動的手法を用いて山体内部の状態の時間変化を検出する試みも平行して実施してきた．１９９
９年６月２５日（第１回），同９月３０日（第２回）に同一の条件で人工地震を起こし，岩手山の南北側線約６０
点の観測点で観測を実施した（山脇・他，２０００）．平成１２年度火山構造探査実験の際に９発の人工地震を起
こしたが，そのうち１発（Ｎｏ．７）の人工地震(第３回)は第１，２回と同一場所，同一の深度で起震した．また，
火薬量も同じ２００ｋｇとし観測点配置や地震計等も同一の条件にした．第２回と第３回の実験の間約１年間は，
火山性地震等は以前からの変動の傾向で推移し特に大きな地震，地殻変動は観測されない期間であった． 

 
２．解析結果 
 
１９９９年の第１回，第２回の探査では，北側２７点，南側３１点での記録について，周波数２，３，４，５

Ｈｚに対してクロススペクトル解析を行った．第１回，第２回で記録を用いた解析では，波が山体を通過する，南
測線の西側観測点で，０．３％程度の速度変化が観測されたことは既に学会で報告した（山脇・他，２０００）．
第３回の探査においても前回と同様の観測を行い，時間変化の検出を試みた． 

２回目と３回目の波形の再現性は非常に高い．特に２Ｈｚでのクロススペクトルの計算結果は，南側測線で，
現在噴気活動の活発な黒倉山，姥倉山の下を通過する観測点であってさえ，爆破の初動到達から３０ｓ以上にわ
たって高コヒーレンスを保ち，かつ位相差の時間推移はほぼゼロであった．このことから，第２回と第３回の探査
の約１年の間には，岩手山の地震活動の最浅部（深さ約１～２ｋｍ）での速度変化を伴うような状態の変化は全く
ないと結論される．北測線においても第２回，第３回の記録の再現性はほぼ完全であった． 

 
人工地震探査実験は火山噴火予知計画及び岩手県の受託研究で実施された．また，観測には１０国立大学，国

立局地研究所，気象庁の方が参加された．記して謝意を表したい． 


